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記録資料の管理・活用について
国際的な最新動向を紹介

●世界のビジネス・アーカイブズについて紹介す
る初の論文集です。国際シンポジウム「ビジ
ネス・アーカイブズの価値―企業史料活用の新
たな潮流―」で発表された論文の邦訳に加え、
最新の重要な関係論文を収録しました。

国際シンポジウム：ビジネス・アーカイブズの価値
─企業史料活用の新たな潮流─

2011年5月11日開催　於：国際文化会館

シンポジウムでは企業活動の記録・資料は、経営資源とし
て高い価値をもつことが報告された。適切に管理・保存さ
れ後世に残された企業の記録は、社会的にも重要な知的情
報資源としての価値を帯びる。各国のビジネス・アーカイ
ブズ及び関連政策の報告から日本とは異なる状況に触れ、
企業関係者は大きな刺激を受けた。

世界的企業の具体例や
国をあげての取り組みなど…

●IBM社など代表的な一流企業では企業資料
を経営にどう活用しているのか、将来を見
据えた中国やイギリスなどの国家的枠組み
作り、グローバル企業における各国にまた
がる資料管理の方法など、著名な企業アー
キビストによる実践・調査報告を収録。

●各国各企業のビジネス・アーカイブズに対
する姿勢とその方策・成果がわかります。

地方自治体アーカイブズにも応用できる

●日本では2011年4月に公文書管理法（公文書等
の管理に関する法律）が施行されました。今後
公文書管理条例の制定が予想される地方自
治体にも応用できるノウハウが詰まってい
ます。
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　今回、欧米、中国、インド、そして日本と世界

各国の実践報告に接し、アーカイブズが経営の資

源として、また、激変する経営環境への戦略的

ツールとして有効であるとの意を益々強くいた

しました。

　「ビジネス・アーカイブズ」と表明するには、

一方の側にある「官のアーカイブズ」との共通面

と差異の両方が明らかにされなければなりません。

国家の重要な記録を全て国として残し、後世にそ

れを歴史記録として伝えていく責任のある「官の

アーカイブズ」と、企業が経営資産として後の経

営者、社員の事業活動に資するべく残していく「ビ

ジネス界のアーカイブズ」とは自ずと異なる点が

あると思います。またビジネス・アーカイブズが

当該企業のためだけにとどまらず、経済界全体の

歴史観、経済史研究のためにも役に立つことも付

け加えなければなりません。

　それが今日求められる企業の社会貢献（CSR）、

社会への還元の一環といえ、その必要性が問われ

ています。情報開示責任、説明責任、あるいは欧

米風の訴訟社会到来に備えてのアーカイブズも、

極めて重要なものです。しかしそれ以前に「ゴー

イングコンサーン」としての企業には企業文化を

貫くもの、つまりDNA─生物組織と違って放置

していても自然に受け継がれる遺伝子ではないこ

とから、むしろミームと呼ぶべきだと主張される

学者もおられます─が脈々として流れていなけれ

ばならず、その保持と全社員による共有化が、新

しく直面するさまざまな困難への対応のために、

なくてはならないものであるといえるのではない

かと私は考えます。

　経済性、効率性の追求はいうまでもなく企業の

重要課題ですが、企業のアイデンティティーの確

認こそが全社を挙げての取り組みの柱になる、欠

くべからざるものです。企業のアーカイブズはそ

れを可能にするものであると思います。

　従って、厳しい経済情勢にあってなお、将来の

ために大切に保存育成していかなければならない

ものだと思います。ともすると直接経済効果に焦

点を当てがちになる経営者の発想に、ビジネス・

アーカイブズの重要性への注目が増し加えられて

いくように、渋沢栄一記念財団はじめ関係諸団体

と共に、企業史料協議会も先進諸国に学びつつ、

今後も活動してまいります。
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